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early summer has arrived



　

は
じ
め
に

　

北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
道
空
衛
）

及
び
札
幌
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
札
空
衛
）

の
定
時
総
会
な
ら
び
に
日
空
衛
北
海
道
支
部
会

を
、
2
月
26
日
（
水
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
、
少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、

次
の
時
代
を
担
う
若
い
世
代
に
空
調
衛
生
工
事

業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

様
な
人
材
の
確
保
、
育
成
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
、
関
係
者
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に

会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
決
意
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和

６
年
度
会
計
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
の
承
認

に
続
き
、「
令

和
７
年
度
事
業

計
画
」、「
令
和

７
年
度
収
支
予

算
」、「
令
和
７

年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
が
報
告
さ

れ
、
原
案
の
と

お
り
満
場
一
致
で
事
業
執
行
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
池
田
会

長
の
ほ
か
副
会
長
に
猪
股
武
・
斎
藤
秀
司
の
両

氏
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に
副
会
長
に
里
中
雅
幸

氏
、
亀
岡
孝
氏
、
常
任
理
事
に
出
村
知
佳
子
氏
、

千
葉
清
秀
氏
、
理
事
に
山
崎
泰
弘
・
土
田
勝
稔

・
笹
井
宏
一
・
横
山
秀
喜
の
四
氏
を
選
任
す
る

な
ど
新
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
、
若
い
世
代
に
設
備
の
魅
力
を

伝
え
る
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
昨
年
と
同
様

に
実
施
を
し
て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
」、「
令
和
６
年
度

会
計
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
の
承
認
に
続
き
、

「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
」、「
令
和
７
年
度
収

支
予
算
」、「
令
和
７
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
が
報

告
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
満
場
一
致
で
承
認
・

決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
池
田
会

長
の
ほ
か
副
会
長
に
里
中
雅
幸
氏
が
再
任
さ
れ
、

新
た
に
山
崎
泰
弘
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
常

任
理
事
は
福
澤
昇
氏
、
永
山
勝
繁
氏
が
再
任
さ

れ
、
新
た
に
出
村
知
佳
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
理
事
に
は
西
谷
春
海
氏
、
宮
崎
勝

敏
氏
が
再
任
さ
れ
、
井
上
浩
一
、
堀
江
公
司
、

渡
部
正
益
の
三
氏
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
専
務
理
事
は
西
田
正
司
氏
が
再
任
さ
れ

新
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
日
空
衛
北
海
道
支
部
会
は
、
高

橋
広
幸
専
務
理
事
を
講
師
と
し
て
「
最
近
の
日

空
衛
の
活
動
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会

　

札
空
衛
・
道
空
衛
の
合
同
懇
親
会
に
は
、
会

員
と
賛
助
会
員
、
ご
来
賓
を
含
め
て
150
名
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
北

海
道
開
発
局
営
繕
部
長 

滝
本
悦
朗
様
、
北
海

道
防
衛
局
調
達
部
長 

安
部
浩
也
様
、
北
海
道

建
設
部
施
設
整
備
・
脱
炭
素
化
担
当
局
長 

櫻

田
秀
幸
様
、
札
幌
市
副
市
長 

天
野
周
治
様
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
日
本
空
調
衛

生
工
事
業
協
会
会
長
の
藤
澤
一
郎
様
の
乾
杯
で

懇
親
に
移
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
出
席
者
全

員
が
大
い
に
親
交
を
深
め
、
北
海
道
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
の
新
任
副
会
長
の
里
中
雅
幸
氏
の

乾
杯
で
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

第
32
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人

札
幌
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

第
19
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

北
海
道
支
部
会
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一
般
社
団
法
人
北
海
道
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
第
32
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人
札
幌
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
第
19
回
定
時
総
会

一
般
社
団
法
人
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
北
海
道
支
部
会



　令和7年2月6日ホテルポールスター札幌において、令和6年度 北海道産業貢献賞の授賞式が行

われ、北海道空調衛生工事業協会副会長  渡部 正博（㈱日新工業 取締役会長）が昭和48年から

管工事業に従事し、道内の集合住宅やオフィスビル、商業施設等の空調衛生設備工事を通じて、

地域の発展に尽力し、さらに関係団体の役員として、永年、業界の発展に多大な貢献をした業績に

対し、北海道産業貢献賞を授賞されました。

新役員紹新役員紹介介

道空衛 副会長

亀岡　孝

綜合設備㈱

代表取締役

道空衛 副会長

里中  雅幸

㈱興北煖房工業所

代表取締役社長

道空衛 常任理事
札空衛 常任理事

出村 知佳子

㈱ダンテック
代表取締役

道空衛 常任理事

千葉  清秀

㈱王勝設備

代表取締役社長

道空衛 理事
札空衛 副会長

山崎  泰弘

三機工業㈱ 北海道支店
執行役員支店長

道空衛 理事

土田  勝稔

山吹商工㈱

代表取締役

道空衛 理事

笹井  宏一

三洋興熱㈱

取締役社長

道空衛 理事

横山  秀喜

㈱四ツ輪工業

代表取締役

札空衛 理事

渡部  正益

㈱日新工業

代表取締役社長

札空衛 理事

井上  浩一

日比谷総合設備㈱

北海道支店 支店長

札空衛 理事

堀江  公司

新菱冷熱工業㈱

北海道支社 支社長

札空衛 監事

村田  義昌

恒完工業㈱

代表取締役
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令和6年度
 北海道産業貢献賞の授賞



　
　

会
社
も
従
業
員
の
頑
張
り
を
後
押
し

　

働
き
方
改
革
の
取
組
み
が
全
社
的
に
浸
透
し
て
き

た
２
０
２
２
年
、
大
幅
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。
同
時
に
、
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
時
間
外
労

働
が
減
少
す
る
こ
と
を
見
越
し
、
施
工
職
に
対
し
て

手
当
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
働
き
方
改
革
で

残
業
時
間
が
減
る
と
月
給
も
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う

従
業
員
、
特
に
施
工
職
の
不
安
を
払
拭
す
る
ね
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
２
０
２
４
年
ま
で
３
年

連
続
で
計
約
18
％
の
賃
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

市
況
の
良
さ
に
加
え
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
業
務
効

率
向
上
を
う
け
て
、
会
社
と
し
て
従
業
員
の
努
力
に

報
い
、
成
果
を
確
実
に
還
元
す
る
こ
と
を
実
行
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
働
き
方
改
革
に
対
す
る

意
欲
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
３
月
に
は
、
適
正
な
工
期
の
確
保
や

土
日
の
現
場
閉
所
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る
８

つ
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
「
働
き
方
改
革
へ
の
要

望
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
建
設
現
場
の
働
き
方
改

革
は
、
１
社
の
取
組
み
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
課
題
で
す
。
施
主
・
設
計
事
務
所
・
建
築

会
社
な
ど
500
社
以
上
に
要
望
書
を
提
出
し
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
働
き
方
を
推
し
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
改
正
労
働
基
準
法
の
適
用
か
ら

１
年
が
経
っ
た
２
０
２
５
年
４
月
以
降
も
要
望
書
を

再
度
提
出
し
て
い
ま
す
。
法
改
正
後
も
継
続
し
て
働

き
方
改
革
の
推
進
に
取
組
み
、
建
設
業
の
魅
力
と
生

産
性
の
向
上
に
む
け
て
、
よ
り
一
層
の
働
き
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

働
き
方
改
革
の
成
果

　

コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
し
て
き
た
働
き
方
改
革
の
成
果

は
、
確
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
「
遅
く
ま
で

帰
れ
な
い
、
休
め
な
い
の
は
当
た
り
前
」、「
働
き
方

改
革
な
ん
て
で
き
っ
こ
な
い
」
と
い
っ
た
後
ろ
向
き

の
雰
囲
気
が
根
強
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
「
自
分

た
ち
の
働
き
方
を
自
分
た
ち
で
変
え
て
い
こ
う
」
と

い
う
働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

の
活
動
を
通
じ

て
「
有
給
休
暇
を
取
り
や
す
い
、
早
く
帰
り
や
す

い
」
雰
囲
気
に
な
り
、
会
社
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が
変

化
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
効
果
は
数
字
に
も
表
れ
、
２
０
１
５
年
度

56
・
３
％
だ
っ
た
有
給
休
暇
率
は
、
２
０
２
３
年

度
に
は
95
・
７
％
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
平
均
残
業
時
間
や
離
職
率
の
減
少
、
従
業

員
意
識
調
査
に
お
け
る
満
足
度
の
向
上
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
指
標
に
お
い
て
、
働
き
や
す
い
会
社
へ

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
中
、
建
設
業
の
人

手
不
足
は
深
刻
な
課
題
で
す
。
人
材
の
確
保
と
育

成
は
、
今
後
の
建
設
業
の
持
続
的
な
発
展
に
欠
か

せ
な
い
要
素
で
す
。
改
正
労
働
基
準
法
を
遵
守
す

る
だ
け
で
は
、
真
に
魅
力
的
な
職
場
環
境
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
建
設
業
が
多
様
な
人
材
に
と
っ
て
働

き
や
す
く
、
活
躍
で
き
る
場
と
な
る
た
め
に
は
、

よ
り
一
層
の
働
き
方
改
革
が
必
要
で
す
。

　
　

　

当
社
は
働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

を
通
じ
て
、

徐
々
に
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
働

き
方
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
ま

だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
建
設

業
界
全
体
が
連
携
し
、
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
業
界
全
体
で
取
組
む
こ

と
で
、
生
産
性
が
向
上
し
、
業
界
の
魅
力
が
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
れ
が
持
続
可
能
な
建
設

業
の
発
展
へ
と
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当

社
も
そ
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
来
年
10
年
目
を
迎

え
る
「
新
菱
冷
熱
の
働
き
方
改
革
」
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
、
建
設
業
界
の
未
来
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

の
第
一
歩
と
し
て

〝
早
く
帰
る
・
働
き
方
を
変
え
る
〟
た
め
の
会
議

「
カ
エ
ル
会
議
」
を
７
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
チ
ー
ム
で

開
始
し
ま
し
た
。

　

カ
エ
ル
会
議
で
は
、
自
分
た
ち
は
ど
ん
な
働
き
方

が
し
た
い
の
か
を
考
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
ま
ず

は
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
働
き
方
を
見
直

し
て
い
き
ま
し
た
。
身
の
回
り
の
小
さ
な
無
駄
を
な

く
す
た
め
の
取
組
み
や
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
生
産
性
向
上
、
業
務
平

準
化
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
実
行
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

７
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
チ
ー
ム
か
ら
始
ま
っ
た
カ
エ

ル
会
議
は
、
徐
々
に
活
動
範
囲
を
拡
大
し
、
２
０
２

０
年
に
は
海
外
支
社
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
も
展
開
し
、

新
菱
グ
ル
ー
プ
全
体
で
働
き
方
改
革
に
取
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
で
き
な
い
理
由
で
は
な
く
、
で

き
る
工
夫
や
仕
組
み
を
全
員
で
考
え
る
」
を
合
言
葉

と
し
て
、
従
業
員
自
ら
が
考
え
て
自
分
た
ち
の
働
き

方
を
見
直
す
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

各
部
署
で
活
動
す
る
多
数
の
小
集
団
か
ら
生
ま
れ

た
取
組
み
と
そ
の
成
果
は
、
予
選
会
を
経
て
、
年
に

一
度
の
全
社
報
告
会
の
場
で
新
菱
グ
ル
ー
プ
全
体
へ

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

効
果
的
な
取
組
み
は
「
働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
社
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

公
開
し
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
他
部
署
の
良
い
取
組
み
を
真
似
す
る
〝
Ｔ

Ｔ
Ｐ
（
徹
底
的
に
パ
ク
る
）〟
こ
と
で
全
体
の
取
組

み
の
質
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　｢

働
き
方
の
あ
り
た
い
姿｣

の
実
現
の
た
め
に

　

当
社
の
働
き
方
改
革
は
、
２
０
１
８
年
の
働
き
方
改
革
関
連
法
可
決
に
先
駆

け
、
２
０
１
６
年
４
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
建
設
業
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
、
担
い
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
労
働
環
境
の
改
善
は
最
重
要
課
題

と
し
て
中
期
経
営
計
画
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
従
業
員
が

自
ら
の
働
き
方
を
見
直
す
活
動

「
働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

」

が
全
社
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

働
き
方
さ
わ
や
かP

ro
ject

の
目
的
は
、
長
時
間
労
働
や
不

規
則
な
勤
務
形
態
と
い
っ
た
労

働
環
境
の
改
善
だ
け
で
な
く
、

職
場
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

　

社
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
実
現
し
、
多
様
な
人

材
、
多
様
な
価
値
観
に
寄
り

添
っ
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
の
た
め
に
「
働
き
方
の
あ
り

た
い
姿
」
を
策
定
し
、
実
現
に

向
け
て
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〝
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
〟

  

カ
エ
ル
会
議

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
改
革

～
建
設
業
の
魅
力
向
上
に
向
け
て
～

 

 

 
 

（図１）新菱冷熱の「働き方のありたい姿」

（図２）働き方さわやかProjectガイドライン

（図４）働き方改革の成果

（図３）働き方改革への要望書
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我
々
建
設
業
に
対
し
て
２
０
２
４
年
４
月
よ
り
「
働
き
方
関
連
法
案
」
に

基
づ
く
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

各
社
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
労
働
時
間
を
削
減
す
る
べ
く
様
々
な
施
策
に
取
組
ん

で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
特
集
の
第
２
弾
と
し
て
、
新
菱
冷
熱
工
業
株
式
会
社
様
の
取
組
み
・
成
果
に
つ
い
て

ご
紹
介
致
し
ま
す
。



  

は
じ
め
に

　

市
制
100
周
年
を
迎
え
た
旭
川
市
の
本
庁
舎
新
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
大
雪
山
系
の
雄
大
な
山
々
と
そ
こ

か
ら
流
れ
る
豊
富
な
水
流
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
資
源
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ

ン
を
追
及
す
る
自
治
体
と
し
て
２
０
１
９
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
「
デ
ザ
イ
ン
都
市
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

新
庁
舎
で
目
指
さ
れ
て
い
た
の
は
、
分
散
化
し
た
庁
舎
機
能
を
集
約
・
拡
充
す
る
こ
と
に
加
え
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
市
民
活
動
支
援
機
能
も
加
え
た
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
あ
り
方
か

ら
議
論
す
る
た
め
に
庁
内
職
員
や
市
民
団
体
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
並
行
し
て
設
計
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

  

市
民
と
行
政
の
協
働
の
場
と
し
て
の
市
庁
舎

　

既
存
庁
舎
や
文
化
会
館
、
地
下
駐
車
場
等
に
四
方
を
囲
ま
れ
た
制
限
の
あ
る
敷
地
条
件
に
お
い
て
高
密
度
な

計
画
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
を
街
に
開
放
し
、
最
上
階
に
街
の
軸
線
を
延
長
し
た
展
望
機

能
を
挿
入
す
る
な
ど
、
地
域
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
接
続
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
従

来
の
市
庁
舎
建
築
を
超
え
て
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
な
り
得
る
場
所
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
開
放
的
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
フ
ロ
ア
は
外
周
部
の
ピ
ロ
テ
ィ
空
間
と
合
わ
せ
て
降
雨
や
積
雪
・
落
雪
か
ら
守
ら
れ
た
歩
行
者
空
間
と

な
り
、
周
辺
施
設
と
の
接
続
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
利
用
頻
度
の
高
い
市
民
窓
口

に
面
し
て
い
る
一
方
で
、
反
対
側
は
外
部
の
広
場
に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
窓
口
業
務
と
こ
れ
か
ら
シ
フ

ト
し
て
い
く
「
市
民
と
行
政
の
協
働
」
の
場
と
し
て
の
利
用
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
え
た
。

  

シ
ン
プ
ル
・
安
全
・
快
適
な
執
務
空
間

　

縦
動
線
・
設
備
・
制
震
部
材
を
収
め
た
ダ
ブ
ル
コ
ア
に
９
ｍ
×
12
ｍ
ス
パ
ン
の
架
構
を
基
本
と
し
、
基
準
階

は
採
光
・
換
気
の
重
要
な
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
外
周
部
に
配
置
す
る
ロ
型
の
シ
ン
プ
ル
で
効
率
的
な
プ
ラ
ン
を
積

層
し
て
い
る
。
２
本
の
階
段
室
は
煙
突
効
果
で
自
然
換
気
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
ガ
ラ
リ
を
備
え
、
全
方
位
に

設
け
ら
れ
た
窓
は
、
中
間
期
の
卓
越
風
を
効
率
的
に
引
き
込
め
る
よ
う
開
き
勝
手
の
向
き
を
調
整
し
て
い
る
。

執
務
ス
ペ
ー
ス
は
無
天
井
と
し
、
空
調
や
配
線
は
床
下
に
、
照
明
や
感
知
器
は
１
本
の
設
備
ラ
ッ
ク
に
集
約
し

梁
に
固
定
す
る
こ
と
で
、
地
震
時
の
落
下
物
を
無
く
す
と
と
も
に
階
高
を
抑
制
し
て
い
る
。

  

木
の
温
も
り
が
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り

　

ス
パ
ン
の
大
き
な
議
場
に
は
市
有
林
材
の
大
断
面
木
梁
を
採
用
し
た
ア
ー
チ
架
構
に
よ
る
印
象
的
な
空
間
と

し
、
日
常
的
に
市
民
や
職
員
が
利
用
す
る
エ
リ
ア
に
は
内
装
、
造
作
、
家
具
、
建
具
、
サ
イ
ン
な
ど
積
極
的
に

地
場
産
木
材
・
市
有
林
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、「
旭
川
の
木
と
過
ご
す
」
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
総
木

材
使
用
料
の
約
99
％
を
地
域
材
が
占
め
て
い
る
。

　

展
望
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
、
こ
ど
も
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
実
現
し
た
木
の
家
具
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ

る
市
民
ら
の
銘
刻
板
が
設
置
さ
れ
、
大
雪
山
と
旭
川
の
ま
ち
を
眺
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
100
年
と
こ
れ
か
ら

の
100
年
の
双
方
に
思
い
を
馳
せ
る
場
所
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
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気
候
特
性
と
機
器
特
性
を
踏
ま
え
た
高
品
質
な
旭
川
型
中
央
熱
源
シ
ス
テ
ム

　

中
央
熱
源
シ
ス
テ
ム
は
、
執
務
室
等
の
大
部
屋
空
間
の
空
調
の
他
、
建
物
全
体
の
外
気
処
理
系
統
に
採
用
し

て
い
る
。
２
管
式
／
２
次
ポ
ン
プ
方
式
と
し
た
上
で
、
①
災
害
拠
点
で
あ
る
こ
と
、
②
寒
冷
地
に
設
置
・
運
用

さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
以
下
の
点
を
シ
ス
テ
ム
構
成
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。

・ 

燃
焼
系
で
あ
る
ガ
ス
熱
源
機
器
を
主
と
し
つ
つ
、
高
効
率
な
電
気
系
熱
源
機
器
と
組
み
合
わ
せ
（
油
利
用
も

含
め
た
）
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
重
化
を
図
り
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
だ
け
で
な
く
、
運
用
後
の
社
会
情
勢
に
応

じ
た
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
を
可
能
と
す
る
こ
と

・ 

安
定
し
た
地
熱
を
活
用
で
き
る
ボ
ア
ホ
ー
ル
（
10
本
）
を
敷
設
し
、
高
効
率
な
地
中
熱
利
用
Ｈ
Ｐ
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と

・ 

冬
季
の
災
害
時
に
も
一
部
の
中
央
熱
源
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
可
能
な
よ
う
に
、
ガ
ス
焚
冷
温
水
機
は
都
市
ガ
ス

／
油
の
切
替
対
応
が
可
能
と
し
、
補
機
類
に
も
発
電
機
回
路
で
の
電
源
供
給
と
す
る
こ
と

・ 

寒
冷
地
で
あ
る
た
め
熱
源
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
凍
結
対
策
は
必
須
と
な
る
が
、
維
持
管
理
へ
の
配
慮
と
し
て
、

熱
交
換
器
を
適
切
に
配
置
し
、
不
凍
液
利
用
範
囲
を
最
適
・
最
小
に
す
る
こ
と

・ 

暖
房
負
荷
が
多
い
状
況
の
中
で
、
発
電
＋
冬
季
の
排
熱
利
用
が
長
時
間
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
マ
イ
ク
ロ
Ｃ

Ｇ
Ｓ
（
発
電
能
力

：
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ｋＷ
×
２
台
）
を
設
置
す
る
こ
と

・ 

空
冷
Ｈ
Ｐ
は
冬
季
に
、
ガ
ス
熱
源
ほ
ど
高
い
送
水
温
度
の
供
給
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
外
気
温
度
に
よ
っ
て

送
水
温
度
や
熱
生
成
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
や
、
地
中
熱
利
用
Ｈ
Ｐ
は
長
時
間
稼
働
に
よ
る
効
率
低
下
と
な

る
機
器
特
性
を
考
慮
し
、
電
気
系
熱
源
は
（
ガ
ス
系
送
水
系
統
か
ら
分
離
し
た
）
一
次
送
水
系
統
と
位
置
づ

け
、
安
定
し
て
い
る
ガ
ス
系
送
水
系
統
（
二
次
送
水
系
統
）
が
必
ず
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と

  

ペ
リ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
フ
ァ
ン
内
蔵
型
ダ
ブ
ル
ダ
ン
パ
ー
シ
ス
テ
ム

　

外
皮
負
荷
を
抑
制
す
る
意
図
も
含
め
て
、
執
務
室
は
床
面
か
ら
＋
１
２
０
０
程
度
の
ペ
リ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
配

置
し
て
い
る
。
ペ
リ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
は
、
２
つ
の
ダ
ン
パ
ー
（
外
気
取
入
側
・
床
下
空
気
取
入
側
）
と
小
型

フ
ァ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
切
替
ダ
ン
パ
ー
シ
ス
テ
ム
を
本
庁
舎
用
に
特
注
製
作
し
た
。

・ 

昼
／
夜
の
寒
暖
差
に
着
目
し
、
夜
間
の
涼
風
を
直
接
か
つ
積
極
的
に
執
務
室
へ
取
入
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ナ
イ

ト
パ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
①
外
気
取
入
側
ダ
ン
パ
ー
を
開
、
②
（
小
型
フ
ァ
ン
稼
働
で
）
執
務
室
に
直

接
外
気
導
入
、
③
階
段
室
上
部
の
換
気
窓
を
開
と
し
排
気
、
と
な
る
夜
間
通
風
の
通
り
道
を
確
保
し
た
。

・ 

通
常
空
調
時
は
、
外
気
取
入
側
を
閉
、
床
下
空
調
取
入
側
を
開
と
し
、
小
型
フ
ァ
ン
が
空
調
送
風
の
ア
シ
ス

ト
フ
ァ
ン
と
し
て
機
能
し
、
二
重
床
の
空
調
空
気
を
ペ
リ
メ
ー
タ
ー
ゾ
ー
ン
に
送
風
。
窓
廻
り
の
確
実
な
快

適
性
の
確
保
を
図
っ
た
。

　

尚
、
ペ
リ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
執
務
室
側
パ
ネ
ル
面
に
は
、
フ
ィ
ル
ム
型
の
電
気
ヒ
ー
タ
ー
も
配
置
し
、
冬
季
に

お
け
る
窓
廻
り
空
間
の
快
適
性
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

  

徹
底
的
な
排
熱
回
収
に
よ
る
外
気
負
荷
削
減
手
法
の
採
用

　

冬
季
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
を
下
回
り
、
夏
季
は
30
℃
を
超
え
る
外
部
環
境
と
な
る
。
外
気
処
理
に
関
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
削
減
を
図
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
、
徹
底
的
な
排
気
か
ら
の
熱
回
収
を
行
っ
た
。

　

建
物
の
給
排
気
は
一
部
厨
房
系
統
等
を
除
き
、
９
Ｆ
に
設
置
し
た
外
気
処
理
空
調
シ
ス
テ
ム
に
て
加
熱
・
冷

却
後
の
新
鮮
外
気
を
館
内
に
供
給
し
て
い
る
。
居
室
系
統
の
排
気
は
、（
外
調
機
に
設
置
し
て
い
る
）
全
熱
交

換
器
に
還
し
、
排
熱
回
収
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｗ
Ｃ
・
給
湯
室
等
の
（
通
常
直
接
排
気
す
る
系
統
に
つ
い
て

も
）
顕
熱
交
換
器
側
に
還
し
、
原
則
す
べ
て
排
気
か
ら
の
排
熱
回
収
す
る
仕
組
み
と
し
た
。
給
排
気
量
に
つ
い

て
も
Ｃ
Ｏ
２

制
御
や
人
感
セ
ン
サ
ー
制
御
等
の
組
み
合
わ
せ
、
省
エ
ネ
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
排
熱
回
収
後
の
排
気
に
つ
い
て
も
、
電
気
室
換
気
の
給
気
、
屋
上
機
械
室
置
き
場
融
雪
の
一
助
と
な

る
た
め
の
排
気
位
置
の
工
夫
な
ど
、
排
気
で
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
の
工
夫
を
図
っ
て
い
る
。

  

省
エ
ネ
と
快
適
性
を
両
立
す
る
低
温
度
送
風
・
変
風
量
型
床
吹
出
空
調
シ
ス
テ
ム

　

執
務
室
に
お
い
て
は
、
冬
季
の
快
適
性
確
保
や
災
害
時
の
機
器
・
ダ
ク
ト
落
下
を
無
く
す
配
慮
が
実
現
で
き

る
床
吹
出
空
調
を
採
用
し
て
い
る
。
本
件
で
は
、
空
気
搬
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
変
風
量
対

応
床
吹
出
空
調
と
し
、
か
つ
、
吹
出
温
度
差
が
確
保
で
き
る
低
温
吹
出
対
応
型
吹
出
口
を
採
用
し
た
。

　

低
温
吹
出
か
つ
少
風
量
時
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
空
調
空
気
を
最
適
な
高
さ
ま
で
到
達
さ
せ
る
吹
出
口
と
す

る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
床
吹
出
空
調
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
足
元
の
冷
気
溜
ま
り
を
発

生
さ
せ
な
い
、
ひ
と
に
優
し
い
床
吹
出
空
調
を
実
現
し
た
。

  

災
害
時
に
備
え
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

　

災
害
時
に
イ
ン
フ
ラ
の
途
絶
を
想
定
し
、
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　

最
大
７
日
間
の
電
源
供
給
が
可
能
な
非
常
用
発
電
機
と
油
の
備
蓄
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ガ
ス
の
途
絶
が

な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
Ｃ
Ｇ
Ｓ
で
の
発
電
が
可
能
と
な
る
。
太
陽
光
に
よ
る
発
電
も
含
め
て
、
多

重
の
電
源
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
構
を
備
え
て
い
る
。

　

敷
地
内
井
戸
か
ら
の
井
水
を
雑
用
水
槽
に
貯
水
し
、
常
時
、
便
所
洗
浄
水
（
雑
用
水
）
と
し
て
活
用
し
つ
つ
、

災
害
時
に
必
要
な
水
源
と
し
て
い
る
。
排
水
側
は
、
災
害
時
排
水
貯
留
槽
を
備
え
て
お
り
、
バ
ル
ブ
操
作
に
よ

り
、
下
水
道
放
流
↓
建
物
内
貯
留
に
切
り
替
え
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
お
り
、
下
水
道
の
機
能
停
止
に
備
え
て

い
る
。

■施設概要
施 設 名：旭川市総合庁舎
所 在 地：北海道旭川市７条通９丁⽬
敷地⾯積：9,957㎡
建築⾯積：3,675㎡
延床⾯積：24,698㎡
規模構造：Ｓ造⼀部RCおよび⽊造 耐震構造（付加制振）
     地下１階・地上９階
設計・監理：久⽶・柴滝・中原 共同企業体
設計期間：2017年７⽉〜 2020年１⽉
⼯事期間：2020年４⽉〜 2023年11⽉

施⼯
建築Ａ：新⾕・荒井・⾼・⽥中・タカハタ 共同企業体
建築Ｂ：橋本川島・盛永・廣野・吉宮 共同企業体
電気その１：東邦・⻄⼭坂⽥・第⼀ 共同企業体
電気その２：電業・下村・旭栄ミヤコ 共同企業体
議場等会議システム：第⼀・クマザキ・藤川 共同企業体
デジタルサイネージ：電業・天⽇ 共同企業体
          第⼀・クマザキ・藤川 共同企業体
防災⽤衛星アンテナ：NECネッツエスアイ㈱北海道⽀店
空調：⽊本・池⽥・開成・旭川建築 共同企業体
機械：⼤洋・エーピー・旭川暖房 共同企業体
衛⽣：⽇進・丸信・東洋 共同企業体
外構：坂⽥・⽯⽥ 共同企業体
外構機械：⼤洋・旭川暖房 共同企業体

受変電設備

空調熱源

上水受水槽

災害時
汚水貯留槽

雑用水受水槽

発電機

通常時地下ピットを災害時に活用

通常時供給ライン（実線）

二重化
PC
照明
コンセント

冷暖房

洗面
飲料水

発電機電源ポンプ
による上水供給

トイレ

電力

電力

都市ガス

太陽光発電 自然
換気

上水

災害時供給ライン

井戸

油

油

下水

マイクロ
コージェネ

災害時に活用可能なアイテム

インフラ

発電機電源ポンプ
による雑用水供給

最大 7日間分の
燃料備蓄

外気
取入
ガラリ

二重
床内

ペリカウンター
下部吹出

アクティブナイトパージ
モード

床吹出アシスト
モード

外気取入側
ダンパー

小型
ライン形
ファン

床下空気
取入側
ダンパー

二重床
空調空気

旭川の
涼しい外気

Detail Detail 状況に応じた
ダンパー
切替制御

ダンパー開 ダンパー閉

ダンパー閉 ダンパー開

ダクト部

ファン稼働 ファン稼働

Detail

▽SL

▽FL

居室

トイレ

電気室等

INVINV

PH
C

全
熱
交
換
器

INV

INV

PH
C

CH
C
加
湿

顕
熱
交
換
器

顕熱交換器による排気からの熱回収

居室内 CO₂濃度による
給気・排気量制御

人感センサーによる
排気量制御

全熱交換器による排気からの熱回収外調機排気を電気室の換気に再利用

ツインファン＋INV 制御で
きめ細やかな風量制御室外機付近

に排気とし
室外機の
高効率運転
に寄与

外気取入

排気

排気

加熱 ( 冷却 ) 後の外気

排気

排気

（-16.3℃）
（5℃）

（14℃）（5℃） （20℃）

※夜間は気積に対して 0.3 回 /h
　（シックハウス）となる風量へ制御

熱源システム概要図

インフラバックアップ概念図

徹底的な排熱回収を行っている外気処理システム概要

ペリメーターにおける切替ダンパーシステム概要
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司
会  

皆
様
に
は
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
札
幌
市
職
員
の

方
々
か
ら
業
者
側
へ
の
質
問
で
多
か
っ
た
の
は
、

会
社
の
教
育
体
制
に
つ
い
て
で
し
た
。

藤
井
設
備
の
高
田
さ
ん
、
入
社
当
初
の
教
育
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様

　

私
は
違
う
業
界
か
ら
の
転
職
組
な
の
で
、
入
社

前
は
と
に
か
く
不
安
で
し
た
。
い
き
な
り
現
場
に

放
り
込
ま
れ
て
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
ろ
と
い
う
建

設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
く
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
社
か
ら
１

カ
月
は
基
礎
的
な
こ
と
を
学
ぶ
研
修
期
間
で
、
機

械
設
備
に
関
す
る
知
識
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
の
図
面
作
成

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
場
に
出

て
か
ら
も
上
司
の
方
の
横
で
仕
事
の
流
れ
や
雰
囲

気
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

  

司
会  

素
晴
ら
し
い
教
育
体
制
で
す
ね
。

恒
星
設
備
の
フ
ン
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
？

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

現
在
、
弊
社
で
は
若
手
社
員
が
先
輩
か
ら
知
識

や
経
験
を
教
え
て
も
ら
う
事
を
目
的
と
し
た
勉
強

会
を
、
月
に
１
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、

資
格
取
得
支
援
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
若
い
社
員
は
管
工
事
施
工
管
理
技
士
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
勉
強
会
を
し
て
い
ま
す
。

  

司
会  

技
術
の
伝
承
を
し
て
い
く
う
え
で
も
、

そ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

札
幌
市
の
山
田
さ
ん
、
何
か
ご
質
問
は
あ
り
ま

す
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

ベ
ト
ナ
ム
ご
出
身
の
フ
ン
さ
ん
に
お
伺
い
し
た

い
の
で
す
が
、
現
場
で
は
専
門
的
な
言
葉
が
飛
び

交
う
た
め
、
我
々
が
聞
い
て
も
難
し
い
時
が
あ
り

ま
す
。
言
語
面
で
の
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

日
本
に
来
て
３
年
も
す
れ
ば
、
難
し
い
言
葉
も

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
会
話
の

ス
ピ
ー
ド
が
早
い
と
100
％
理
解
で
き
な
い
時
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
分
か
ら
な
い
と
き
は
メ
モ
を

し
て
自
分
で
調
べ
た
り
、
会
社
の
先
輩
に
聞
く
と

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

  

司
会  

今
後
の
建
設
業
界
の
発
展
を
考
え
た
時
、

外
国
の
方
の
活
躍
は
１
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
く
必
要
不
可
欠
に
な
っ

て
く
る
の
は
「
女
性
活
躍
」。
実
際
に
現
場
で
働

か
れ
て
い
る
立
川
工
業
の
山
下
さ
ん
は
、
現
場

で
の
「
女
性
活
躍
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
か
？

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

私
も
他
業
界
か
ら
転
職
し
て
建
設
業
に
入
り
、

１
年
半
し
か
経
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
十
分
女

性
が
活
躍
で
き
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
私
の
仕
事
は
書
類
作
成
や
デ
ー
タ
整
理

な
ど
が
メ
イ
ン
な
の
で
、
男
女
の
差
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
い
る
図
面

作
成
も
同
じ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
機

器
の
搬
入
を
す
る
際
は
力
仕
事
に
な
る
の
で
、
周

り
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
99
％
の
業
務
は
女
性
で
も
何
不
自
由
な

く
遂
行
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
女
性
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
上
手
な
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
職
人

さ
ん
や
他
業
種
の
方
、
発
注
者
の
方
と
上
手
く
や

り
取
り
を
す
る
こ
と
で
現
場
全
体
の
雰
囲
気
が

良
く
な
り
、
仕
事
が
上
手
く
回
っ
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
女
性
の
現
場
代
理

人
さ
ん
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

  

司
会  

今
の
力
強
い
お
言
葉
を
聞
い
て
札
幌
市

の
小
林
さ
ん
、
何
か
ご
質
問
は
あ
り
ま
す
か
？

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

今
の
お
話
を
聞
い
て
、
私
自
身
と
て
も
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
女
性
は
妊
娠
や
出
産
な
ど
が
あ
り
、

子
育
て
に
伴
っ
て
時
短
勤
務
が
必
要
に
な
る
期
間

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
場
で
働
く
う
え
で

　札幌市役所様とのタイアップ企画、「札幌市の若手職員との懇談」。大好評をいただいた前号からの

続きを掲載致します。今号は、「教育」・「女性活躍」・「設備業界の魅力」・「働き方改革」など、盛り

だくさんのテーマでお送りします。

　学生の皆様には、建築設備業界のリアルを知っていただき、「設備」をより身近に感じていただ

けると幸いです。

恒星設備㈱

フン 様
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時
短
勤
務
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
自
分
の
１
日

の
目
標
を
決
め
、
そ
れ
を
や
り
き
る
こ
と
を
積
み
重

ね
て
い
け
ば
、
期
限
に
間
に
合
う
仕
事
が
多
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
時
短
勤
務
に
な
っ
て
も
全

然
問
題
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
会
社
で
、
現

場
で
働
く
女
性
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

当
社
に
は
現
場
業
務
を
担
う
女
性
社
員
も
い
ま
す
。

性
別
問
わ
ず
、
現
場
で
活
躍
す
る
こ
と
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
最
近
だ
と
、
仮
設
ト
イ
レ
も
綺
麗
で
す

し
、
男
女
別
に
な
っ
て
い
る
現
場
が
多
い
で
す
。

  

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
札
幌
市
発

注
の
工
事
現
場
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性

は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

札
幌
市
の
山
田
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

私
が
担
当
し
て
い
る
現
場
で
も
女
性
技
術
者
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
例
え
ば
、
施
工
図
作
成
の

際
、
女
性
が
使
う
部
屋
で
は
実
際
に
こ
の
よ
う
な
使

い
方
を
す
る
の
で
、
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
い
い
等
、

男
性
に
は
な
い
視
点
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
誰
も
が
使
い
や
す
い
建
物
づ
く
り
に

つ
な
が
る
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
の
中
で
、
女
性
の
職
人

さ
ん
・
設
計
者
さ
ん
・
現
場
代
理
人
の
方
が
も
っ
と

増
え
る
こ
と
で
、
世
の
中
の
要
求
に
も
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

  

司
会  

多
様
な
視
点
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
は
、

良
い
建
物
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

藤
井
設
備
の
高
田
さ
ん
、
今
の
働
き
方
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様

　

私
は
子
ど
も
が
２
人
い
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
の

体
調
が
悪
い
時
や
運
動
会
等
の
行
事
が
あ
る
時
は
、

先
輩
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

  

司
会  
札
幌
市
の
佐
藤
さ
ん
、
業
界
の
働
き
方

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

佐
藤 
様

　

性
別
・
年
齢
関
係
な
く
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
し
、
人
材

を
確
保
す
る
た
め
に
業
界
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
場
管
理
は
、
今
だ
と
例
え
ば
リ
モ
ー
ト
カ
メ
ラ

で
現
場
を
確
認
す
る
技
術
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

し
も
そ
の
場
に
全
員
が
い
な
く
て
も
仕
事
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
図
面
を
描
く
の
で
あ
れ
ば
、
家
で
仕
事
を

す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
よ

り
一
層
、
業
界
で
働
き
方
や
仕
事
の
や
り
方
の
好
事

例
を
共
有
し
て
い
き
、
適
材
適
所
で
仕
事
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

  

司
会  

大
変
実
り
の
あ
る
話
で
す
ね
。

続
い
て
、
こ
の
広
報
誌
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
学
生
の
皆
様
に
向
け
て
、「
設
備
」
と
い
う
仕

事
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

私
た
ち
の
仕
事
の
知
識
は
、
家
の
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
日
常
生
活
で
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
家
族
や
周
り
の
人
に
感
謝
さ
れ
ま
す
。
そ
の

点
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

｢

こ
の
仕
事
が
な
い
と
人
は
生
活
で
き
な
い
」
こ

と
と
、「
自
分
が
携
わ
っ
た
建
物
が
、
今
後
何
年
・

何
十
年
も
多
く
の
人
に
使
わ
れ
る
」
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様

　

山
下
さ
ん
と
被
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自
分
が

作
っ
た
建
物
が
社
会
基
盤
と
な
り
、
多
く
の
人
の
た

め
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

建
物
づ
く
り
に
お
い
て
、
設
備
・
建
築
・
電
気
の

誰
か
が
欠
け
る
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
困
っ
て
も
一

人
で
は
な
く
、
知
恵
を
出
し
合
い
全
員
で
力
を
合
わ

せ
て
完
成
さ
せ
る
と
い
う
点
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

さ
き
ほ
ど
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ
て
働
き
方
を
柔
軟
に
変
え
、

こ
の
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
女
性
が
も
っ
と
も
っ
と

増
え
て
ほ
し
い
で
す
。

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

ど
ん
な
に
立
派
な
建
物
で
あ
っ
て
も
、
設
備
が
な

け
れ
ば
た
だ
の
立
派
な
箱
に
過
ぎ
な
く
、
設
備
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
快
適
な
空
間
と
な
り
ま
す
。

　

建
物
の
質
が
設
備
に
よ
っ
て
決
ま
る
部
分
が
大
き

い
こ
と
が
魅
力
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
で
も

多
く
の
学
生
の
方
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
で
は
ま
た
、
札
幌
市
の
方

か
ら
業
者
の
皆
様
へ
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
聞
い
て

み
た
い
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

皆
様
ま
だ
比
較
的
入
社
さ
れ
て
日
は
浅
い
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
良
い
面
で
も
悪
い
面
で
も
ど
ち
ら
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
建
物
が

あ
れ
ば
そ
の
建
物
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
い
た
い
で
す
。

  

司
会  

こ
れ
は
面
白
そ
う
で
す
ね
。

で
は
、
ま
た
順
番
に
高
田
さ
ん
ど
う
で
し
ょ
う
？

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様
　
　
　
　

　

10
階
建
の
建
物
で
躯
体
工
事
の
際
に
何
度
も
10
階

に
呼
ば
れ
、
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
す
が
全

身
筋
肉
痛
に
な
り
な
が
ら
、
足
場
を
登
り
降
り
し
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

私
は
高
い
所
が
と
て
も
苦
手
で
す
が
、
施
工
者
さ

ん
は
高
い
所
に
上
が
ら
れ
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
す

ご
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
田
さ
ん
は
高
い
と
こ
ろ
は
平
気
で
す
か
？

藤井設備㈱

高田 様

札幌市

小林 様
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藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様

　

い
や
、
自
分
は
駄
目
で
す
。
見
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
（
笑
）

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

私
も
高
い
と
こ
ろ
は
駄
目
で
す
（
笑
）

 

司
会  

実
は
私
も
高
い
所
は
得
意
で
あ
り
ま
せ

ん
（
笑
）
で
は
、
山
田
さ
ん
、
業
者
の
皆
様
へ

聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

札
幌
市
側
に
対
し
て
、
も
っ
と
効
率
的
に
な
る
こ

と
は
ど
ん
ど
ん
提
案
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

ど
ん
ど
ん
簡
素
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

先
程
も
施
工
管
理
の
ソ
フ
ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
効
率
化
に
繋
が
る
の
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
活
用

し
、
み
ん
な
で
共
有
し
て
繋
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
現
場
で
工
事
主
任
に
話

し
て
い
た
だ
け
る
と
非
常
に
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

 

司
会  

こ
れ
か
ら
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
で
す
ね
。

で
は
、
小
林
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

今
ま
で
現
場
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、
す
ご

く
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を

ど
う
解
決
し
た
の
か
を
お
伺
い
し
た
い
で
す
。

 

司
会  

困
っ
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

フ
ン
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
？

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
っ
た
施
工
図
面

を
職
人
さ
ん
に
渡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
職
人

さ
ん
と
建
築
の
担
当
者
の
方
に
お
願
い
を
し
て
、
最

初
か
ら
や
り
直
し
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
は
こ

れ
か
ら
は
業
者
の
皆
様
が
お
そ
ら
く
今
一
番
気

に
な
っ
て
「
検
査
の
時
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
見

て
い
ま
す
か
」
を
お
聞
き
し
た
く
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

検
査
の
時
は
書
類
が
揃
っ
て
い
る
か
、
現
場
が
安

全
に
進
め
ら
れ
て
い
う
か
と
い
う
点
は
着
目
し
て
み

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ピ
ッ
ト
に
入
る
時
は
酸
素
濃

度
を
測
っ
て
か
ら
入
っ
て
い
る
か
、
そ
う
い
っ
た
安

全
面
は
特
に
気
を
つ
け
て
み
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
へ
の
配
慮
や
、
地
域
貢
献
な
ど
そ
う

い
っ
た
面
も
着
目
し
て
い
ま
す
。

 

司
会  

は
い
。
確
か
に
安
全
第
一
で
す
ね
。

山
下
さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

安
全
に
は
本
当
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
仕
事
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
毎
日
の
職
人
さ
ん
へ
の
ケ
ア
や

開
口
部
周
り
の
養
生
、
そ
し
て
そ
の
安
全
を
証
明
す

る
書
類
も
し
っ
か
り
作
っ
て
い
ま
す
。

 

司
会  

本
当
に
安
全
は
大
切
で
す
。

山
田
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

施
工
者
さ
ん
に
は
施
工
に
関
し
て
し
っ
か
り
や
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
認
識
で
す
。
我
々
は
常
に
現
場

に
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
書
類
を
し
っ
か
り
見

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
事
が
完

成
し
て
、
２
年
、
３
年
が
経
っ
た
時
に
不
具
合
が
起

き
た
り
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
、
そ
れ
は

施
工
者
さ
ん
の
責
任
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明

す
る
の
が
書
類
な
の
で
す
。

　

札
幌
市
は
書
類
が
多
い
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
点
理
解
い
た
だ
け
る
と
非
常
に
有
難
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

後
は
現
場
で
の
工
夫
で
す
ね
。
工
事
主
任
側
と
し

て
は
検
査
官
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
施
工
者
さ
ん
か
ら
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ

さ
る
と
我
々
も
検
査
官
に
説
明
し
や
す
い
で
す
。

 

司
会  

心
が
和
む
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
業
者
を
守
る
た
め
の
書
類
な
の
で
す
ね
。

高
田
さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様
　
　
　
　

　

上
司
の
方
か
ら
札
幌
市
さ
ん
は
書
類
が
多
い
と
の

話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
を
守
る
た
め
に
書
類

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
重
要
性
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。

 

司
会  
そ
う
で
す
ね
、
何
で
も
理
由
が
あ
っ
て
、

そ
の
理
由
を
理
解
し
た
う
え
で
仕
事
を
す
る
と

全
然
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

あ
と
、
現
場
で
の
工
夫
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
創
意
工
夫
に
つ
い
て
の
視
点
も
加
え
て

お
話
し
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

私
が
検
査
の
時
に
重
視
し
て
い
る
の
が
工
事
写
真

で
、
い
つ
も
特
に
時
間
を
か
け
て
拝
見
し
て
お
り
ま

す
。
設
備
と
い
う
の
は
検
査
の
段
階
で
は
隠
蔽
さ
れ

て
い
る
の
で
、
後
か
ら
現
場
で
見
よ
う
と
思
っ
て
も

見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
き

ち
ん
と
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
の
を
拝
見
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
創
意
工
夫
の
中
で
こ
う
い
う
施

工
を
し
て
い
る
と
い
う
事
を
写
真
を
使
っ
て
教
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

司
会  

色
々
な
視
点
で
見
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
ね
。
こ
こ
で
ふ
と
、
ど
う
し
た
ら
点
数

に
つ
な
が
る
の
か
？
と
い
う
こ
と
が
頭
を
よ

ぎ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
お
聞
き
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ン
さ
ん
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

私
は
工
事
写
真
の
撮
影
を
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、
検
査
に
備
え
て
大
量
の
写
真
を
と
っ
て
い
ま
す
。

天
井
内
な
ど
は
普
段
見
え
な
い
部
分
で
す
の
で
、
品

質
記
録
と
し
て
残
す
必
要
性
は
あ
る
と
は
思
う
の
で

す
が
、
全
箇
所
の
写
真
を
撮
る
必
要
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
全
部
撮
る
こ
と
は
必
要
な

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
こ
の
部
屋
を
仮
に
改
修
工

事
す
る
場
合
に
は
、
天
井
の
全
体
の
写
真
は
あ
っ
た

方
が
い
い
か
思
い
ま
す
。
そ
の
他
同
じ
よ
う
な
部
屋

が
何
部
屋
も
あ
る
場
合
は
、
何
十
枚
も
天
井
の
写
真

を
撮
る
必
要
は
な
い
と
は
思
っ
て
い
て
、
代
表
写
真

が
一
枚
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
隠
蔽
部

分
で
大
型
機
器
が
収
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
撮
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
工
事
主
任
に
相

札幌市

山田 様
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談
い
た
だ
き
、
写
真
に
つ
い
て
ど
こ
が
必
要
か
打
合

せ
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

場
で
具
体
的
な
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
に

は
枚
数
も
含
め
減
ら
す
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
場
ご
と
に
多
少
違
う
と
は
思
い
ま
す
が
、

我
々
も
写
真
が
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
い
い
と
は
思
っ
て

い
な
い
の
で
、
必
要
な
写
真
が
ど
こ
か
相
談
い
た
だ

い
て
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

工
事
が
終
わ
っ
た
後
に
何
か
問
題
が
あ
っ
た
時
に
、

こ
こ
の
部
分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
確
認
に
使
う

の
で
、
天
井
が
仕
上
が
る
と
簡
単
に
は
確
認
が
で
き

な
い
の
で
、
写
真
で
確
認
が
で
き
る
よ
う
写
真
を

撮
っ
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
写
真
整
理
で
き
る
と

私
も
感
じ
て
い
ま
す
。

 

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
佐
藤
さ
ん
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

学
校
は
減
ら
し
や
す
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
部
屋
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
す
る
と
そ

の
部
屋
の
納
ま
り
は
左
か
右
か
の
違
い
だ
け
で
、
機

器
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
能
力
の
も
の
が
つ
い
て

お
り
、
機
器
の
大
き
さ
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
、
学
校
は
比
較
的
減
ら
し
や
す
い
と
い
う
の
が

今
お
話
を
伺
っ
た
率
直
な
意
見
で
す
。
そ
し
て
工
事

書
類
の
簡
素
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
繋
が
る
の
で
す
が
、

施
工
者
さ
ん
の
負
担
を
減
ら
す
と
い
う
意
味
で
も
、

各
現
場
で
打
ち
合
わ
せ
し
な
が
ら
工
事
写
真
を
で
き

る
限
り
減
ら
せ
る
と
、
そ
れ
は
い
い
方
向
に
働
く
の

で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

司
会  

貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
山
下
さ
ん
、
質
問
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

大
き
な
課
題
な
の
で
す
が
、
今
年
か
ら
建
設
業
で

も
残
業
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
札
幌
市
さ
ん
と
し

て
の
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
今
後
の
お
考
え

が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
願
え
ま
す
か
？

 

司
会  

確
か
に
大
き
な
課
題
で
す
ね
。

佐
藤
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

ま
ず
は
工
期
に
無
理
な
い
よ
う
に
規
制
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
改
修
工
事
の
中
で
、

特
に
学
校
の
場
合
に
は
、
作
業
時
間
の
確
保
が
な
か

な
か
難
し
い
場
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会

へ
私
た
ち
か
ら
作
業
時
間
の
確
保
に
つ
い
て
、
特
に

お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
田
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

労
働
時
間
の
規
制
は
、
私
た
ち
に
も
浸
透
し
て
い

る
の
で
工
期
を
伸
ば
す
と
い
う
考
え
は
、
皆
共
通
認

識
で
持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
業
者
さ
ん
だ
け

じ
ゃ
な
く
業
界
全
体
と
し
て
の
意
見
で
そ
う
い
う
こ

と
が
あ
る
場
合
は
、
私
た
ち
も
そ
の
こ
と
を
受
け
止

め
て
調
整
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

 

司
会  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
林
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

工
事
時
間
や
色
々
な
場
面
で
支
障
が
あ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
と

し
て
も
何
か
動
け
る
こ
と
や
手
助
け
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
検
討
し
対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

司
会  

た
め
に
な
る
お
話
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
は
、
最
後
に
皆
様
か
ら

一
言
ず
つ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

恒
星
設
備
㈱　

フ
ン 

様

　

個
人
的
な
今
後
の
目
標
は
、
日
本
語
を
も
っ
と
勉

強
し
て
専
門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
社
に
若
い

社
員
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
教
え
て
あ
げ
ら
れ

る
よ
う
な
先
輩
に
な
り
た
い
で
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

札
幌
市　

小
林 

様

　

私
は
働
い
て
い
て
、
女
性
が
少
な
い
と
い
う
の
が

最
初
の
印
象
と
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
皆
様
の

色
々
な
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
女
性
に
と
っ
て
も
働
き

や
す
い
業
界
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
て
、
と
て
も

良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

  

立
川
工
業
㈱　

山
下 

様

　

人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
本
当
に
魅
力
の
あ
る
業

界
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
、
人
材
の
確
保
も
含
め
て
業
界
全
体
の
盛
り
上
が

り
を
な
ん
と
か
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
業
界

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

札
幌
市　

山
田 

様

　

皆
様
の
協
力
な
く
し
て
工
事
は
進
め
ら
れ
な
い
で

す
し
、
決
し
て
い
い
も
の
は
出
来
上
が
ら
な
い
の
で

是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
今
後
も
仕
事
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
一
日
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

藤
井
設
備
㈱　

高
田 

様
　
　
　
　

　

や
り
が
い
や
魅
力
な
ど
自
分
の
中
で
思
っ
た
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
と
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
札
幌
市

さ
ん
と
話
す
機
会
も
今
ま
で
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
た
ち
業
者
に
対
し
親
身
に
な
っ
て
考
え
て
く
れ
て

い
た
の
で
、
す
ご
く
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。

  

札
幌
市　

佐
藤 

様

　

皆
様
の
物
作
り
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち
が
聞
け
て
、

ま
た
そ
れ
が
共
感
で
き
る
部
分
も
あ
っ
て
嬉
し
か
っ

た
な
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

　

設
備
業
界
に
こ
の
熱
い
気
持
ち
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ
た
多
種
多
様
な
人
材
が
今

後
来
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

司
会  

立
場
も
違
え
ば
い
ろ
い
ろ
考
え
方
も
違

う
の
で
心
の
壁
は
ど
う
し
て
も
あ
る
と
思
い
ま

す
け
ど
、
言
葉
で
そ
の
壁
を
少
し
ず
つ
壊
し
て

い
く
こ
と
の
第
一
歩
と
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
完
）
　

札幌市

佐藤 様

立川工業㈱

山下 様
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は
じ
め
に

　

現
在
の
民
生
・
産
業
用
分
野
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
構
成
は
、
熱
需
要
が
約
６
割
、
電
力
需
要

が
約
３
割
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
熱
需
要

が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
２
月
に

発
表
さ
れ
た
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お

い
て
は
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
は
不
変
で
あ
り
、
電

化
や
非
化
石
転
換
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
４
０
年
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
見
通

し
で
は
、
電
力
需
要
に
お
い
て
は
脱
炭
素
電
力

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
）
の
割
合
を

現
在
の
３
割
弱
か
ら
６
～
７
割
へ
増
や
し
、
火
力

発
電
は
脱
炭
素
化
を
目
指
す
方
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
熱
需
要
に
お
い
て
は
、
水
素
、
合
成
燃

料
、
バ
イ
オ
燃
料
等
に
よ
る
非
化
石
転
換
が
示
さ

れ
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

※
１

も
不
可
欠
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
１  C

a
rb

o
n

 d
io

x
id

e C
a

p
tu

re, U
tiliza

tio
n

 a
n

d
 S

to
ra

g
e

  

熱
源
機
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み

　

当
社
が
商
品
展
開
す
る
蒸
気
ボ
イ
ラ
や
温
水
機

な
ど
の
熱
源
機
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

第
一
に
、
燃
焼
式
熱
源
機
の
効
率
を
上
げ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
定
格
効
率
だ
け
で

な
く
、
実
際
運
転
負
荷
で
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
蒸
気
や
温
水
の
供
給
シ
ス
テ
ム
で

は
最
大
負
荷
に
合
わ
せ
て
熱
源
機
の
出
力
を
選
定

し
ま
す
が
、
熱
負
荷
は
時
間
帯
あ
る
い
は
季
節
毎

に
変
化
し
、
実
際
運
転
時
の
熱
負
荷
は
一
般
的
に

20
～
30
％
と
な
り
ま
す
。
熱
負
荷
が
下
が
る
と
熱

源
機
が
間
欠
運
転
を
繰
り
返
し
、
燃
焼
の
発
停
に

伴
い
燃
焼
室
の
掃
気
が
行
わ
れ
る
た
め
に
効
率
が

大
幅
に
低
下
し
ま
す
。
熱
源
機
の
実
際
運
転
負
荷

で
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
バ
ー
ナ
の
タ
ー
ン

ダ
ウ
ン
比
が
広
く
、
燃
焼
の
発
停
が
少
な
い
熱
源

機
へ
更
新
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
タ
ー
ン
ダ
ウ

ン
比
と
は
、
定
格
出
力
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
燃
焼

量
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
表
す
指
標
で
あ
り
、

例
え
ば
タ
ー
ン
ダ
ウ
ン
比
＝
５

：

１
で
あ
れ
ば
、

熱
源
機
は
負
荷
率
20
～
100
％
の
間
を
反
復
し
な
が

ら
連
続
燃
焼
で
き
ま
す
。
図
１
に
温
水
機
の
高
効

率
化
の
一
例
を
示
し
ま
す
。
定
格
効
率
と
タ
ー
ン

ダ
ウ
ン
比
の
向
上
に
よ
り
、
実
運
転
負
荷
に
お
い

て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
10
～
20
％
削
減
で
き
ま
す
。

　

第
二
に
、
燃
料
を
非
化
石
転
換
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
民
生
・
産
業
分
野
で
使
用
さ
れ
る

燃
焼
式
熱
源
機
の
油
焚
と
ガ
ス
焚
の
比
率
は
４

：

６
程
度
で
あ
り
、
ま
だ
油
焚
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
図
２
に
燃
料
の
非
化
石
転
換
例
を
示
し
ま

す
。
油
燃
料
と
し
て
は
Ａ
重
油
が
一
般
的
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
や
都
市
ガ
ス
13
Ａ
の

ガ
ス
燃
料
へ
転
換
す
る
こ
と
で
、
15
～
26
％
も

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
削
減
で
き
ま
す
。
ま
た
将
来
、

水
素
だ
け
で
な
くe-m

eth
a

n
e

や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
な
ど
の
合
成
燃
料
が
普
及
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
実
質
ゼ
ロ
と
な
り
燃
焼
式
熱
源
機
の
脱

炭
素
化
が
一
層
進
む
も
の
と
な
り
ま
す
。
当
社
は

非
化
石
燃
料
へ
対
応
で
き
る
商
品
と
し
て
、
水
素

専
焼
焚
の
温
水
機
や
水
素
混
焼
焚
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
焚
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
・
温
水
機
な

ど
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
図
３
に
そ
の
一
例
を

示
し
ま
す
。

　

第
三
に
、
熱
源
機
の
電
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
民
生
・
産
業
用
途
の
数
百
か
ら
数

千
ｋＷ
に
及
ぶ
熱
需
要
を
す
べ
て
電
力
で
賄
う
に
は
、

機
器
だ
け
で
な
く
大
容
量
の
受
電
設
備
が
必
要
と

な
り
、
燃
焼
式
熱
源
機
す
べ
て
を
電
気
式
に
置
き

換
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
当

社
が
熱
源
機
の
電
化
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
提
唱

す
る
の
が
、
小
容
量
の
電
気
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
熱

源
機
（
以
下
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
）
を
大
容
量
の
燃
焼
式
熱

源
機
と
組
み
合
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
熱
供
給
シ
ス

テ
ム
で
す
。
従
来
の
燃
焼
式
熱
源
機
だ
け
で
は
実

現
で
き
な
か
っ
た
高
い
シ
ス
テ
ム
効
率
を
達
成
す

る
と
共
に
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
負

荷
変
動
へ
の
追
従
性
能
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
シ
ス
テ
ム

の
構
成
と
、
温
水
機
単
独
運
転
と
の
部
分
負
荷
効

率
の
比
較
を
図
４
に
示
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
349

 

ｋＷ
の
ガ
ス
焚
温
水
機
と
30

 

ｋＷ
の
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
組
み

合
せ
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
稼
動
時
間
を
18
時
間
／
日
と
し

た
場
合
の
シ
ス
テ
ム
効
率
を
表
し
ま
す
。
低
負
荷

領
域
に
お
い
て
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
熱
量
分
担
率
が
上
が
る

ほ
ど
シ
ス
テ
ム
効
率
が
上
昇
し
ま
す
。

　

第
四
に
、
燃
焼
式
熱
源
機
の
排
ガ
ス
か
ら
の
Ｃ

Ｏ
２

の
分
離
回
収
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
社
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
様
と
燃
焼
排
ガ
ス
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

分
離
回
収
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
協
業
し
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
全
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
・
低
コ
ス
ト
化

を
目
的
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

濃
縮
型
ボ
イ
ラ

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

濃

縮
型
ボ
イ
ラ
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー

を
図
５
に
示
し
ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、

ボ
イ
ラ
で
は
排
ガ
ス
再
循
環
と
酸
素
富

化
燃
焼
に
よ
り
排
ガ
ス
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃

度
を
約
３
倍
ま
で
濃
縮
さ
せ
、
ボ
イ
ラ

の
後
段
で
Ｃ
Ｏ
２

を
分
離
回
収
し
ま
す
。

  

お
わ
り
に

　

当
社
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

た
め
に
、
熱
源
機
の
省
エ
ネ
化
、
燃
料
の
非
化
石

転
換
、
電
化
、
燃
焼
排
ガ
ス
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

分
離

回
収
と
４
つ
の
要
素
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

脱
炭
素
社
会
に
お
い
て
も
『
熱
源
装
置
の
専
業

メ
ー
カ
ー
と
し
て
必
須
の
存
在
で
あ
り
続
け
る
』

た
め
に
、
既
存
技
術
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
か
ら

新
規
開
発
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
参

り
ま
す
。

● 図5  燃焼排ガスからのCO2分離回収

CO2濃縮型ボイラ
換算蒸発量：500, 1000, 2000kg/h
CO2排出濃度：9〜30vol%     

CO2分離回収システムフロー

● 図4  ハイブリッド熱供給システム

● 図2  燃料の非化石転換

● 図3  非化石燃料商品

● 図1  温水機の高効率化

⽔素焚真空式温⽔機
出⼒：349kW

⽊質バイオマス焚蒸気ボイラ
換算蒸発量：1200kg/h
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釧路営業所

中村 真那美 さん

日々のお仕事の内容は？
　受注・発注・請求作成に必要なデータ入力や入金確認を主に行っておりま

す。また社内行事や福利厚生の一環でサークルなどの準備なども行っており

ます。

どんな事に気を付けてお仕事されていますか？
　業務の優先順位や効率を考慮しミスがないように取り組むようにしていま

す。業務の説明をするときは、相手の立場に立って物事を考え分かりやすく

説明することを心がけ、また普段からコミュニケーションを取るようにし円

滑に進めることを意識しています。

会社のＰＲ
　公共・文化・商業・医療・情報・レジャー・産業施設などの空調・衛生設

備の提案からスタートし、計画・設計・施工・システム調整、お引き渡し後

のメンテナンスやリニューアルまで建物のトータルサポートやお客様のニー

ズに対し省エネ診断、劣化診断、運転状況調査など必要に応じて対応してい

ます。また北海道支店は2018年自社設計による管・電・建の一括施工でZEB 

Readyオフィスとして建設、運用管理と運用段階でのチューニングにより

2021年度にNearly ZEBを達成し積雪寒冷地ZEBのノウハウを蓄積しています。

休日の過ごし方は？
　自宅でゴロゴロしたり、朝から夕方まで映画鑑賞したり、平日に買い物へ

行くことが出来ないため１週間分の生活用品を買いに行くなどしています。

ときにはなまけた身体をリフレッシュするため、最近通い始めたホットヨガ

教室に行き楽しんでいます。

趣味 ・特技は？
　パン・スイーツ店をめぐり自分好みを探すことが好きです

　気分転換や集中力を高めるため、自宅の掃除をすることが趣味です。掃除

の後の達成感や充実感が日々の活力に繋がっています。

　今年から始めてみたいと思っていることは、一日のほとんどを座り作業が

多いため自宅から離れたバス停で降り歩いて自宅に帰ることや、自分のペー

スで書籍を１ヵ月１冊読むように心がけたいと思っています。

　今回も「KIRAMEKI」の発刊に際しまして、多くの方々にご協力をいただきました。

ありがとうございました。

　今回の特集として「旭川総合庁舎」を掲載させていただきました。市制100周年を迎え

た旭川市の本庁舎新築プロジェクトとして行われ、分散化した庁舎機能を集約・拡充することに加え

市民活動支援機能も加えたシビックセンターとなることを目的として進められました。執務スペースを

無天井にし、空調や配線を床下に納めることで地震時の落下物を無くす工夫がなされ、議場の方では

地場木材を活用することで「旭川の木と過ごす」空間づくりがなされました。

　中央熱源システムは、災害拠点であること、寒冷地に設置・運用されることを考慮し、システム構築が行われ主には使用

エネルギーの多重化を図り使用エネルギーの選択を可能にしました。災害時に備えたライフラインのバックアップ機能が

充実した庁舎として生まれ変わりました。

　前号から継続して「札幌市の若手職員との懇談」を掲載しました。今回は各社の教育方法や女性が活躍している現状など

建築設備業界のリアルを知っていただける内容になっています。

　また、働き方改革への取組みとして今回は新菱冷熱工業㈱様に寄稿していただきました。「働き方さわやかProject」とし

て“早く帰る・働き方を変える”ための会議「カエル会議」を開始し、各々のチームから提案を出し合い効果的な取組みは

社内のポータルサイトで公開し“TTP「徹底的にパクる」”ことで全体の取組みの質の向上に努めているそうです。

こういった取組みは我々の業界でもTTPして活動を広げていき業界の発展に繋げていきたいですね。

第30回 札幌圏支部

三建設備工業株式会社

 ｢ K I R AM E K I ｣ バックナンバーはこちら
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